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拘廃止に向けての取り組
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身体拘束をきっかけに「個別ケア」の実践を
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<取り組んだ課題>

93歳女性。認知症あり。平成17年12月べッド脇で転

倒し、左足酋を骨折。立位、手引き歩行は可能衣で回復

するが、1 人での歩行は転倒のりスクが高かった。認知

症があり説明するもすぐに歩いてし弐う状態だった。安

全確保のため車椅子にY字ぺルトを使用した。 Y字べル

ト使用後は車椅子自操を覚え、自由に俳佃していた。平

成18年秋頃からY字べルトを気にするようになの、自

ら Y 字べルトを外し、立ち上がり歩いての転倒事故が

あっだ。 Y 字べルトをすることが本人のストレスとなり

笑顔が減った。家族は「歩いてほしい」と面会時、歩行

練習をレていた。本人、家族の思いを理解し、陣云倒は怖

いがY字べルトは外してあげたい」と職員の思いにつな

がった。 Y 字べルトをすることでむしろ事故につ姦がる

と感じ、廃止する取組みを行った。

<具体的な取り組み>

Y字べルトを外す弐での経緯

・Y字べルトを外すまでの計画を立てた。

・シーティングし本人の体にあった車椅子を使用した。

・行動パターンを把握するために毎日担当臓員を決め、

日中の行動を把握した。時間、場所、動きを細かく記録

に残した。(Y字べルトを付けたまま2週間行った。)

・時間を決めてY字べルトを外した。少しずつY字べル

トを使用しない時間を延長した。(1 ケ月経過)

・完全にY字べルトを外した。(2ケ月経過)

・ソファに座ることで落ち着くことがわかの、落ち着き

がないときにはソファに座ってもらうことで対応レた。

しかレ活動量が低下し、夜間の睡眠が保てず、起きて出

てきてしまうようになっだ。そこで、白中の活動量を保

つだめ1田の車椅子とソファで過ごす時閻帯のスケジユ

ールを立てて対応し、歩行訓練の時間もつくった。
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く活動の成果と評価>

・毎日、観察する担当臓員を決め記録をしたことによっ

て1日の動きが把握できるようになった。

・事故発生の多い場所を分析し環境整備を行えた。

・Y字べルトを外したことで利用者の所在確認を意識的

にするようになった。職員が利用者に目を向けるように

なった。

・本人に会った車椅子を使用することで、車椅子自操が

レやすくなつた。

立ち上がり、歩行する機会が増えたことで筋カアップ

がみられ、歩行が安定してきた。

・Y字べルトを外したことで本人のストレスの軽減、表

情が豊かに恋った。

・家族との話し合いを続けることで施設側と寡族との信

頼関係が築けだ。家族が喜んでくれている。

・Y位べルトを外したことで、職員の達成感、自信につ

恋がった。

・身体拘束廃止のみにとらわれず、全体のケアの見直し

ができるように惹つた。

「個別ケア」の実施を

<今後の課題>

・起き上がの、ベッドセンサーの使い方の見直し。

・職員のレベル向上のため、外部、内部研修の実施。

・環境整備を行うことで身体拘束廃止対策をする。

.目に見えない拘束、1山身、精神安定の取の組みを行っ

ていく。

・身体拘束廃止以外の個別ケースの見直し。

・よいケア(その人に合った)をすることが、結果とし

て身体拘束廃止につながる。
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